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・ 2018年 2月 23日 於 筑波大学都市交通研究室学生部屋 【聞き手：黒田、島田、辻本】 
・ 2018年 3月 16日 於 同上 【黒田、島田、辻本、仲村】 

























木工学専攻に進む。昭和 53 年（1978 年）、東京工業大学工学部土木工学科に助手として配属。

























































































































                                                        



































                                                        
4 森地茂：専門は国土政策、交通政策。東京工業大学教授、東京大学教授、政策研究大学院大学政策研究セン
ター所長。運輸政策研究所所長や土木学会会長なども務めた。 






















































































































                                                        






































































































































































































































                                                        












きく異なります。かつて 1 学期に開設していた「都市計画実習 I」22では、学生は本当に何をしても




























                                                        























































































































































                                                        
24 桑子敏雄：哲学者。東京工業大学教授、東京女子大学教授。 

























































                                                        
28 Karl Popper：哲学者。ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス教授。反証可能性の提唱などによって知られる。1994
年に逝去。 




































考えて、桑子さん、森栗さん、藤井聡さん 30と 4 人で、『実践政策学』という査読付きの論文集を創
刊しました。できるところからやりましょうということでやり始めたわけです。甚だドン・キホーテ的かも
分かりませんが、こういうのがあってもいいんじゃないの、と。 






































                                                        





































                                                        
33 2018年 5月に発売された。 
34 Karl Mannheim：社会学者。フランクフルト大学教授、ロンドン大学教授、ユネスコのヨーロッパ部長などを務め
た。1947年に逝去。 




































                                                        
36 根津佳樹、藤井聡、波床正敏 「東西経済の不均衡解消を企図した新幹線国土軸整備による経済不均衡改善











































































                                                        

















いう方法論を提示してくださいました。MBA を例に挙げると、まず MBA とは何かという理念から考
えて、それを満たした者に MBA の修士号を与える。これは DP です。それを分解して、経営分析



































































































































                                                        
41 大学公式サイト 〈http://www.tsukuba.ac.jp/education/tstandard.html〉 
42 石田東生 「日本におけるファカルティ・ディベロップメント」 安藤厚ら（編） 『プロフェッショナル・ディベロップメン


































































































































                                                        
45 東京外かく環状道路の計画に関する技術専門委員会で委員長を務めた。 


























































































石田 いえ、それまでも参画していました。多分、最初に国の審議会に入ったのは 1990 年で、経
済審議会 49でした。それまでも国の小さい委員会などには数多く参画していました。 
 


















面で言うと 2,500分の 1の縮尺です。つまり実際の 25mを地図上では 1cmで表すので、家の一軒
一軒が明確に見える、非常に細かい図面です。県や市の役所内では、道路と農業用水との関係
だったり、河川だったり、水道だったり、様々な調整が必要で、行政はそれを長い間やっているわ
けです。その調整に区切りがついて、はじめて 2,500分の 1の図面を確定できるわけです。 

























































































































































































































































                                                        
52 サービス工学学位プログラムでは「筑波大学サービス工学シンポジウム」、都市計画主専攻では「都市計画マス
タープラン策定実習」（最終発表会）などが該当。 
53 石田東生、岡本直久、谷口綾子、安部和俊 「行政に対する住民の信頼意識に PI活動が与える影響：東京外
かく環状道路を対象として」 『第 39回土木計画学研究発表会・講演集』 2009．
〈http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00039/200906_no39/pdf/177.pdf〉 
54 岡田幸彦：会計学者。2006年より筑波大学で教鞭を執る。 
55 博士論文 『道路計画プロセスにおける PIの評価』 筑波大学，2003． 




































                                                        
57 石田東生、谷口綾子 「筑波大学『新学内バス』の導入とその効果」 『つくばフォーラム』 2007．
〈https://www.tsukuba.ac.jp/public/booklets/forum/forum76/23.pdf〉 
石田東生、谷口綾子 「地元バス事業者と連携した新学内バス導入とその効果〈筑波大学と関東鉄道バス〉」 小林
英嗣、地域・大学連携まちづくり研究会（編） 『地域と大学の共創まちづくり』 学芸出版社，pp. 41–45，2008． 
48 
 
あってもそれに出席するだけで、あまり一緒に作業したりしませんので。その中で、駐車場とかバス
の件でお付き合いができて、その後の教育企画室時代の教育改革もその延長線上というか、人間
関係が影響して進められました。事務方の人がどんな思考パターンでどのように動くかが分かって
いましたので。 
 
― ここにいたら分からないことですよね。 
 
石田 そうです。巡り巡っていろんなところに影響効果があって面白いよ。だから（教育・研究以外
の仕事を）雑用とかと言うけれども、雑用ってあんまりないと思います。 
 
― すべて何かしらの役に立っていると。 
 
石田 役に立っているとか、ヒントをくれたりとか、新しい人間関係ができたりとか。そういうものだと
思います。 
 
― 自分で生かしていくかどうかですよね。 
 
石田 そうですね。でも面倒だし、中にはうるさい人もいるし、時間を取られて嫌なこともあるんだけ
れどもね。 
 
以上 
 
